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婚礼献立 に み る 山 間地域 の 食事形態の 変遷

一
江戸期か ら大正期の 家文書の 分析 を通 して

一
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　The　traditional　Japanese　wedding 　banquet　called
’Lho’tixe ・n ”was 　codified　in　the　Muromachi 　period （1336−1573），

and 　spread 　to　the　rural 　areas 　in　the　Edo　period ．　The　typical　wedding 　banquet　began　with 　a 　sake 　ceremorly ．　before

the　hon ： en 　meal 〔typically　rice ，　soup ，　and 　some 　side 　dishes　presented 　on ： en ，　individual　tray
−like　tables）was

served ，　this　being　followed　by　the　sh，uen （drinking　party ＞．This 　original 　styie 　seemed 　to　change 　in　the　Meiji　period
（18680nwards ）．We 　have　clarified 　the　time 　of 　this　 change 　and 　its　impact　on 　the　 style 　 of 　the　 wedding 　banquet．

　Wedding 　Inenus 　preserved　by　several 　mainline 　rural 　families，　like　the　Huruhashi，　Chiaki　and 　Omae ，　were 　used

as てhe　investigation　materials ．工n　total、40　menus 　were 　reviewed 　for　the 　period　fr〔〕m 　l729　to　1917．

　There　were 　two 　distinct　wedding 　banquet　styles ，　the　original 　cornprising 　sαiCe，’じo禰 θη and 　shuen 　in　that　order ．
All　menus 　created 　in　the 　Edo　period，　bar　one ，　follow　this　style ．　The 　other 　style　became 　common 　in　the 　Meiji　peri−

od，　especia1ly　after 　1900，　its　particular　character 玉stic　being　that　s／zu・en 　preceded　ho
・
nxen ．　Shztcrrt　thus　becar［le　rnore

central 　t〔）the　wedding 　banquet　program，　and 　ho7i2en 　was 　simplified 　with 　fewer　dishes　and 　smaUer 　scale ．
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層
酒宴　synen ：婚 礼　Wedding；食文化　Food　culture ；献立　Menu

1．　 目　　的

　 人生儀礼 に は誕生 祝 い ，婚礼，葬儀 な どが あ る。そ れ ら

の 儀 礼 の うち 最も盛大 に行われ て い る
一

つ に 婚礼 が あ り，

都市
・地方に 関係な く家 に よ っ て は，多額の 財産を消費す

る各家で もっ と も大きな儀礼で あ る。婚礼が 他 の 式典 と異

な っ て 豪華なもの と な る の は，そ れ が
一

家の み で は な く，

両 家をは じめ とす る親類な どの 縁組 とな る点で 対外関係に

お い て も重 要 な た め で ある
11’
。

　近世
・
近代 に お け る儀礼食の 代表的な食事形態 は 本膳料

理 を 中心 と し，そ の 前後に 酒 と そ の 酒肴を伴 っ て い た 。 本

膳料理 は 室 町 時代 に成 立 し，江 戸 時代を通 して，武家 の 饗

応料理 と して と りお こ な わ れ て きた が，江 戸 後期 に なる と

本膳 の 形式が各地 域 に 広 が りを 見せ ，そ の 多くが 本膳 の み

か 2〜3 つ の 膳程度 に 簡略化 され て ，各地域 で の 儀礼食 と

な り，昭和初期まで 使 わ れ た
2）

。 しか し，本膳料理 の 形 式

は各地域で 必 ず し も同じ形を とっ て い る とは 限 らず，地域

に伝 わ っ た お りに も形 を変えて い る 可 能性 もあ り，そ の 伝

播 の 過程 も明 らか に され て い な い 。そ こ で本研究で は，各

地域 の 家で 実際 に行 わ れ た 儀礼食の うち婚礼 の 献立をとり

あ げ，そ の 献立か ら そ の 様式，食材，料理 の 特徴 を明 らか

に す る こ とで ，料理 形 式 の 特 徴 と変化 につ い て 解明す る こ

と を目的 と した 。

　日本の 食事形態 に つ い て の 研究は，こ れ まで は武家な ど

の 上 流 階 層 の 研 究 が 主流で あり，そ の 中で も本膳料理 の 献

立 の 系譜 につ い て は 詳細 な研 究が ある
3．’一・4／

。 また 特定 の 地

域 に 限定 した 家文書 を分析 し，婚礼の 献立の 実態を扱 っ た

研究 もみ られ る
tt：−12）

。 しか し，管見 の 限 り，江 戸 期 に 農村

地域 に も広ま っ た と され る儀礼食の 献立 の 実態そ の 変化 に

つ い て 複 数 の 異 な る 地 域 を比 較検討 した 研究 は ほ とん ど見

られ な い た め 本研 究 を行うこ とと した。
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　献立 の 実態 とその 変化 に つ い て 検討する た め に は，江 戸

期から明治期 以 降まで に 行 わ れ た 婚礼 とそ の 献立 の 記録が

各家 ご と に複数残 され て い る こ とが 必要で あ るが ，そうし

た 史料 を得 る こ とは 必 ず し も簡単 で は ない 。そ こ で 筆者 ら

が 10数年に わ た り調 査 を 継 続 して い る 三 河国古橋家文書

を 中心 と し．家，地 域，環境 が 類 似 の 家 文 書 を掘 りお こ し

史料 と した 。

　 また，国文学研究資料館史料館 （以 下史料館 とす る）及

び各県の 図書館，文書館 の 蔵書 目録調査及 び現地調査 よ り

検討 した 結 果 古橋家と同様，名主 ク ラ ス で 年代 の 記載の あ

る婚 礼 献 立 を多く所 蔵 した，美 濃 国千 秋 家，飛 騨 国 大前家

を古橋家 との 比較史料 と した 。

　 また献立 の 転換期 と もみ られ る 明治以降の 史料 と して ，

甲斐国 市 川 家，甲斐 国依 田 家，信濃国水野家を加 え，地方

自治体 史 の 資料編 な どを補 足 史料 として 検討 した 。
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　 な お こ れ らの 史料 は古橋家，大前家 に つ い て は 各家 に所

蔵して い る もの を用い ，千秋家 に つ い て は，史料館所蔵 の

もの を用い た 。 こ の 三 家 は，隣接 した地域 で都市か ら離 れ

た 山間部 に位置 して い る 。 また，農業の 他 に酒 屋 や 油 店 な

ど を行 っ て 発展 した家で あ り，国学者との 交流 が あ る な ど

類 似 した 点 が 多 く比 較 す る 上 で 適 当 で あ る と考 え た （表

1）。

　 調査年は，享保 14年 （1729）〜大正 6 年 （1917）まで の

約 190年間 を 対象 と した 。 特 に 天保，嘉永，安政，明治，

大正 期 に は 三 家 と もに 史料が残 され て い る ため 比較す る上

で 適当で ある と考えた 。 なお こ れ ら の 史料 は，本客 また は

上 分 と書 か れた 献立が記載され て い る 史料 で，身分的に は

同 レ ベ ル と考 え比 較 した。そ の 他 家 内，女 中，子 ど もな ど

の 献立 も見 られ た が，今回 の 調査 で は含 め な か っ た 。 また

こ れ らの 婚礼 は 当主 の 婚礼 とそれ以外 の もの も含 まれ る

が，献立 の 形態の 特徴はほ ぼ 類似 して い た た め これ らを
一

緒 に 扱 っ た。

　 なお こ れ らの 史料 は，和 紙 に墨書 きさ れ て い る家文 書 を

翻刻 して 用 い た。

　 各 家 の 詳 細 は 次 の 通 りで あ る。

　古橋家 は現 愛 知 県稲 武 町 に 位 置 して い る。古橋家 に 関 し

て は，古橋茂人氏 の 『古橋家 の 歴史』 （1997，古橋 会） に

詳 しい が，古橋家は 江戸時代豪農 と して 名主役 をつ とめな

が ら植林事業，製茶，養蚕 な ど家の 殖産経営 に尽力 した 。

と りわ け 6代源六郎暉皃 は，家政改革 をすす め，天 明の 飢

饉 で は 人 々 に米を分け与え村 を飢えか ら救 い ，備荒 の た め，

天 保 14年 （1843） に籾 43俵 を出 して 各家 に備 荒貯 穀 を勧

誘 した。また，暉 皃 は 平 田 門 国 学 を学 び，尊 王 攘夷 を主 張

し草莽尊攘派 と の 交流 もあ っ た 。

　 千秋家は 現岐阜県養老町 に位置す る 。 こ の 史料 を所蔵す

る 史料館 の 解題 に よれ ば，千秋家は 18世紀末から 19世紀

にか けて ，急速 に土 地集積 を行 い ，幕末期 に は 200 石以上

もあ っ た 地 主 で あっ た 。 質店，油店，貸家 など を経営 して

い た 。 近世 で は 百姓代 をつ と め ，近代 に な る と 庄屋，戸 長 ，

島田 屯所御用係をつ とめ た ほ か、明 治 6年 （1873）藍 田 学

校創立 に あた りそ の 御用係もつ とめ た 。

　幕末か ら大 正 期 に至 る まで 在世 した 千秋笙峰 は，国学 を

学 び，ま た絵画 に も長 じ，茶人 と して 遊芸方面 に広 く活躍

した 人 で あ る。

　大前家は，現岐阜県萩原町 に位置 して い る。大前家は当

地 の 土 豪 と して 勢力 を もっ て い た 。 寛永 20 年 （1643） 正

月に 領主金森氏 か ら中呂村 の 肝煎 を 申 し付け ら れ て 以来，

代 々 肝煎 を勤 め て い る 。 9 代久左衛門は ，20歳 の 頃江 戸 へ

渡 り，国学者丸山金 陵 ら と知 り合 い ，時事 を論 じる な ど，

尊王 攘夷 の 思想を受け，徳島藩浪士 ・中島錫胤，近 江 国の

浪士 ・豊 田 美緒などの 志士 とも交流が ある な ど，飛騨 に は

珍 しい 草莽 の 志士 で あ っ た。

　市川 家 の 史料 は，山梨県立 図書館に 所蔵 され て い る 。 市

川家 は 中巨摩郡 荊 沢 に位 置 し，村高 419石 1斗 9 升 4 合 で

あ る。鰍沢宿と韮崎宿問の 宿駅の
一

つ で あ る 。 明治期の 市

川 庄右衛門は 菓子営業，煙草，金銭出入な ど を経営 して い

た。

　依田家 の 史料 は 史料館 に所蔵 され て い る。山梨県 井 尻 村

の 依 田家 は 信州依 田氏 の 出 と伝 わ っ て い る。元 禄頃か ら元

文期頃まで ，名主，長 百 姓を勤 め て い た。幕末期 の 当主 依

田 道長 は 明治維新の際に護国隊に参加して い る 。 明治 5 年

（1872）に 戸長 とな り，以後山 梨県学区取締役総理，議員，

小学校組合長，地 方森林会議員な ど多数 の 公職 を歴任 して

い る。

　水野家の 史料 も史料館 に 所蔵 され て い る 。 水 野 家 は 長 野

県五 荷村 （現飯山市） に位置 し，名主役と して 村 政 を 中心

と し，地主，酒造な ど を経営 して い た。与兵衛 ・市右衛門

の 2 名が 和紙製造 を行っ て い た。

3． 結果及び 考察

1） 食事形態 の 変遷

　 献立 の 系譜 に つ い て の 研究 は 熊倉功夫氏 の 詳細 な 研 究 が

見 られ る 。 熊倉氏 に よ れ ば ，献 立 と は 現 在使 わ れ て い る メ

ニ ュ
ーとは 異な り，献立 の 全体 をみ る た め に は饗宴全体の

構造 と料 理 の 組 み立 て 方 を考え な けれ ば な ら な い と述べ て

い る
3｝
。

　本膳料 理 形 式 を 中心 と した 武士 階 級 の 代表的な饗応の 流

れ は，式三 献 と よ ば れ る 酒 の 儀礼 が あり，そ れ に伴 う酒肴

が 出 さ れ る 。 次 に 膳 の 部 と呼 ば れ る 本膳料理形式 の 食事で

あ る 飯 汁，菜，香 の 物が だ され る。こ れ は 上 客 ほ ど 膳の

数が 多 くな り，例 え ば，「永禄 四 年三 好亭御成記 」の 将 軍

の 御成 などの よ うに最大 7 つ の 膳 が 出 さ れ る こ と もあ る。

途中で 酒 とそ の 酒肴が だ され これ を 中酒 と呼ぶ 。 膳 の 部が

終わ る と，酒宴の 部 とな り各種の 酒肴と酒 が 供 さ れ，酒肴

数は 20数種 に の ぼ る こ ともあ っ た。

　今回 の 調査 の 結果，婚礼献立 の 形 態に は，酒の 儀礼 の 次

に 本 膳 料 理 が 供 され，そ の 後 に 酒 宴 と そ の 酒肴が 続 く武家

の 饗宴 と 同様 の 形態 と，酒 宴 とそ の 酒肴が 本膳料理な どの

食事の 前 に供 され る形態 の 2 つ が み られ る。すなわち前者

の 饗応 は，1 （酒 の 儀礼）→2 （膳部）→ 3 （中 酒）→ 4 （酒 宴）
→5 （茶 ・莫子） の 流 れ をとる 形 が多くみ られ た。前者 を

本膳料理を中心 とす る 形態 （図 1），後者を酒 宴 を 中 心 と

した形態 （図 2）と称する こ ととする。三家の 食事形態を

表 2 に 示 した。

　古橋家で は 図 2 と 同様 の 形 態 で あ る 1→ 2→ 3→ 4 が 江 戸

期 （文化期〜
万延期）か ら明治期まで 続 い て い る 。 しか し

大正 5 年 （1916） に は，膳部 と酒宴 の 順序が逆転 して い る 。

ま た千秋家で は，1→2→4→5 （茶
・
菓子） または，2→3→

4→ 5 の 形態が 明治期 まで 行わ れ，明治 27年 （1894），41年，

大 正 6 年 の 史料 は膳部 と酒宴 の 順序が 逆転 し，酒宴が膳部

の 前 に 行わ れ る 4 （酒 宴）→ 2 （膳 部）の 流 れ で と りお こ な
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表 1，婚礼献 立記載文書中心 史料三 家の 所在年表お よ び 家の 特徴

古 橋 家 占橋 家 古橋家

三 河 国 三 河 国 三 河 国

家の 特徴 名 主
・
地主，庄 屋

・
肝 煎

・植林事業，製茶，養蚕、酒屋 ・貸店，油店，貸家
・蚕種製造

平 田 門 国学 を学 び ．草莽尊攘派 との 交流 ・
笙 峰 は 国 学 を学 び ，茶 人で あ っ た

・9 代久 左衛 門 は国学 者，浪 士，志士 との 交流

・6代暉兒が 家政改革 を行 う

享保 ・宝 暦 ・ 享保 14年 （1729）

安 永 期 宝暦 4 年 〔1754）

安永 5年 q776）

文化期 文 化 4 年 （1807）

文化 11年 〔1814〕

天 保 期 天 保 6 年 〔1835＞

天保 L2年 （1841）

天保 13年 （1842）

天 保 14年 （1843＞ 天保 14年 （1843）

天 保 15 年 〔1844）

弘化 5 年 （1848）

嘉 永期 嘉 永 2 年 （1849）

嘉永 4年 （1860）
嘉永 5年 （1852）

嘉永 6年 （1853）

安政 期 安政 3年 〔1856）

安政 4 年 （1857） 安 政 4年 （1857）

安 政 5 年 （1858）

安政 7年 U860）

万延 2 年 （1861）

明 治期 明 治 2 年 （1856＞

明治 6年 （1873）

明治 20 年 （1887）

明 治 22 年 （1889）

明治 26年 （1893）

明治 31年 （1898）

明治 35 年 q902）

明 治 36年 （1903）

明治 39年 （1906）

明治 41 年 （19081

明治 42 年 q909）

大 正期 大正 2年 （1913）
大正 5年 〔19161

大〕E6 年 〔1917〕

　 　 1　　 　　 　 2　 　　 　 3　　 　　 4　 　 　　 　 5
酒 の 儀 礼 一［膳 部］一匣酉］一［靂 ］一 ［亟 ヨ

酒肴　　　　　　　　　　　　　　　酒肴　　　　酒 肴

　 　 1

　酒の 儀礼

酒 肴

　 　 　 4　　 　　 　 2　 　　 　 　　 　 5
→ 　［酒 宴］→ 匯 ］→　茶　菓子 　引 物

　 酒肴

　 　　 　 　　 　図 1．　 本膳料理 を中心 とした形態

われお り，酒宴中心 の 形態がみ られ る 。

一
方，大前家で は，

1→2→ 3→4 の 形 態 が 江 戸 期 か ら大 正 期 ま で 変 わ らず継 承

され て お り、他 家 に 比 べ 前代 の 形態を堅 持 して い る。

　こ の よ うな 「本膳料理 を 中心 と した形 態 」 は ，農 村部 に

お い て も少なくと も 18世紀半 ば に は 行 わ れ，明治期 まで

　　　　　　　　図 2．酒宴 を中心 と した形態

婚礼の 饗応 の 形態 として 定着 し，継承 され て きたとい える 。

しか し，明 治後期 に な る と膳部 と酒宴が 逆転 した 食事形態

が 見 られ る よ うに なる 。

2）　本膳料理 を中心と し た食事形態

　酒 の 儀礼 の 内容 （表 3）をみ る と，千秋家 の 宝暦 ・文化
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表 2．　 三 家 にお け る食 事 形態 の 返 遷 表 3．　 酒の 礼儀の 構成

和暦 西暦 占橋家 T秋家 大前家

享保 14年 1729

宝暦 4 年 1754

安永 5年 1776

文化 4年 1807

文化 11年 1714

天保 6年 1835

天保 12年 L溺1

天 保 13年 1842

天 保 14年 1843
江

戸
期

大 保 15年 18441
→2→3→ 4

（10史料 ）

〔1）→ 2−・4→（5）

　 〔8 史料 ）

1→2→3−・4
（3 史料）

弘化 5 年 1848

嘉 永 2 年 1849

嘉 永 4 年 1851

嘉永 5 年 1852

安 政 3 年 1856

安 政 4 年 1857

安 政 5 年 1858

安 政 7 年 1860

万延 2 年 1861

明治 2 年 1869

明治 14年 1881

明治 20年 1887 2→3→4→〔5）

明治 22年 1889

明治 26年 1893

明治 27年 L894 1→4→2→5
1→2→（3）一・4

明
治
期 明治 31年 1898

1→2→3→ 4

明治 35 年 1902

明冶 36年 1903 （1）→2→  →4→5

明 治 39 年 1906

明治 41年 1908 1−・4→2→5

明治 42年 1909 2→4→5

大正 2 年 1913 1→2→3→5→4

大
正

期
大正 5 年 19161 一レ4→2→5

大正 6年 1917 1→4→2→5

古橋家 千秋家 大前家

宝 暦 ・文化期 初献　熨斗 （昆布 ・勝栗）

二 献 　雑 煮 （田昨 ・数 の 子 ）

宝暦 4 年 ・ 三 献　吸物　巻鯣

文 化 11年

（1754・1814）

天 保期 雑 煮 吸 物 吸物

吸物 三 種肴 取 肴

天 保 12年〜15年 （冷酒）

（184ト 1844） 八 寸

御吸 物

硯蓋

明治期 八 寸 吸物膳 御吸物

貝吸物 坪肴

明 治 22 年
〜39 年

（1889〜1906） 取肴

御吸物

八 寸

肴 を 見 る と，吸物が三 家 と もに 共通 に見 られ，酒肴 の 代表

と して 定着 して い る とい えよう。また武家 の 式三献 の 酒肴

に 多 く見 ら れ る 雑煮 は，古橋家 に 見 られ た が，大 前 家 で は

天 保期 か ら 明 治期 まで 見 られ な か っ た。

　 こ の こ と か ら酒の 儀礼 の 酒肴 は 地域 時代 で 必ず しも定

ま っ て い た と は い えない もの の 式 三 献の 酒肴 と して 用 い ら

れる代表的な吸物 雑煮が本史料 で も用 い られて お り，式

三 献 の 酒肴が農村 の 名主 ク ラ ス で も定型化 して い く様子 が

うかがえ る。膳部の 内容 をみ る と，
一
汁二 菜〜二 汁八菜の

献立 が 見 られ た。武 家 社 会 で は，膳 の 数 に よ っ て 饗 応 の 程

度 を示 して い た た め に，食 べ き れ な い ほ ど の 料 理 が だ さ れ

るが ，史料中の 農村部 で は 二 の 膳 まで しかみられなかっ た 。

しか し形式 は武家社会の 饗応 で ある 本膳料理 の 形式を採用

し，それ を簡略化 した と考えられ る 。 古橋家 千秋家で は

二 の 膳 つ きの もの も見 られたが，大前家で は本膳 の み とな

っ て お り，地域差ある い は家 に よ る差 が 認め られ た。讃岐

（現 香川 県） の 庄屋 に お け る婚 礼 献 立
ID

で は，三 の 膳 の 献

立 もみ られ ，越 後 （現 新 潟県） の 庄 屋
※ 1

で も，三 の 膳 は

見 ら れ る た め，それ ら と比べ る と 山間部 における こ れらの

三 家の 本膳料理 は や や 質素なもの と い えよう。 本膳 の 内容

を表 4 に まとめ た 。 本膳 に は，鱠，坪，汁，飯 香 の 物の

本膳 に 猪 口 （于代久），平，焼物，向詰，炙物が ともに 供

1 ： 酒の 儀礼 　2 ： 膳部 　3 ： 中 酒 　4 ；酒 宴　5 ；茶
・
菓 子

期 の 史料 に ，武家の 儀礼 に も使 わ れ た と類似 の 式三 献 の 儀

礼 が と りお こ な わ れ て い る 。 天 保期以降 の 史料 に よ れ ば，
初 献，二 献，三 献 と い う記述 は見 ら れ ない が ，酒の 儀礼 と

そ の 酒肴が出され，式三 献 と同様 の 形が見られ る 。 そ の 酒

※ 1新 潟 県 中 蒲原 郡横 越 町 に あ る 伊藤家の 明治 25年の 婚礼

の 事例 は ，角 田夏 夫氏 の r三 角邸物 語』 に 詳 しい 。伊 藤 家 は，

現 在 「北 方文化博物館」 と して 公開 され て お り，宝暦 6年

（1756）年初代 文吉 に よ り分家 し て 藍の 商売 を して 次 第に豊

か に な り，七代文吉の 頃大地 主 として 発展 した 家で あ る 。
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表 4．　 膳 部 の 構成

古 橋 家 千秋 家 大 前 家

和 暦 西暦

膳数 膳 数 膳数

享保 14年 1729 二 の 膳 大 煮物 ，焼 煮

宝 暦 4 年 1754 二 の 膳 ち ょ く，向詰，平皿

安 永 5 年 1776 本膳 ち ょ く．焼 物

文 化 4 年 1807 二 の 膳 さ ざえ 貝焼，向詰，
平，千代久

文 化 ll年 1814 本膳 焼物

天保 6 年 1835 本膳 平，焼物

天 保 12 年 玉841 二 の 膳 小猪 口 ，平皿，
大猪 口，向詰

天保 13 年 1842 本膳 千代久，平，炙物

天保 14 年 1843 二 の 膳 焼物，千代久，手塩 皿 本膳 千代久，平，炙物

天保 15年 1844 本膳 平，千代久

弘化 5年 1848 本膳 平，千 代久，焼物

嘉永 2年 1849 本膳 平、千 代 久，焼物

嘉 永 4年 1851 本膳 焼 物

嘉 永 5年 1852 二 の 膳 香 の 物，向詰，平，
千代久

安 政 3年 1856 本 膳 平，千 代 久、焼物

安政 4 年 1857 本 膳 平，千代久，焼物 本膳 千代 久，平，炙物

安政 5 年 王858 二 の 膳 平，猪 口 ，向詰

安政 7年 1860 本膳 焼物

万 延 2年 1861 本 膳 平，千 代 久

明 治 2年 1869 本 膳 焼 物

明治 14年 1881 本膳 平，猪口，焼物

明 治 20年 1887 本膳

明 治 22年 1889 本膳 千代久，平，炙物

明治 26年 1893 本膳 平，猪口，焼物

明治 27 年 1894 本膳 平

明治 31 年 1898 本膳 猪 口

明治 35 年 1902 本膳 平、猪 口，焼 物

明 治 36年 1903 本 膳 猪 口

明 治 39年 1906 本膳

明 治 41年 1908 本膳

明治 42年 lgo9 本膳

大正 2年 1913 本 膳 千 代久，中坪，炙物

大正 5年 1916 本膳 猪 口 ，平

大正 6 年 1917 本膳 平
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表 5． 酒 宴 の 酒 肴 の 構 成

家 和暦 吸物 丼 鉢 硯蓋 水の 物 そ の 他

古橋 家
天保 15 年

　（1844）
○ （5） ○ （1）

　○

（大鉢 ）
○ ○ 蛤 型 肴入，焙 烙 焼

千秋家
天保 14年

（1843）
○ （2） ○ （3） 2 ○ 大平，香 の 物

大 前 家
天保 M 年

（1843）
○ （3）

　 ○

（三 ッ 丼）

○ （2）

（大鉢 1）
○ ○

古橋 家
安政 5 年

（1858）
○ （5） ○ ○ ○ 蓋物，味噌瓶

千 秋 家
安 政 7年

（1860）
○ （1） ○（3） ○ ○

大前家
安政 4 年

（1857）
○ （3＞

○ （1）

（三 ツ 丼）
○ ○ 広蓋，指味

古 橋 家
明治 31 年

（1898）
○ （3） ○ （2） ○ ○ 0 大平，指身

千秋家
明治 26年

（1893）
○ （1） 0 （4） 0 （2） 0 茶碗，香の 物

大前家
明 治 22年

（1889）
○ （3） ○ （1）

　 ○

（大鉢 1）
○ ○ 大平，指味

（ ） 中の 数は 酒宴中の 出現数

され て い る 。 二 の 膳 に は，刺身，二 の 汁 を基本 と し，それ

に平 や猪 口 が つ く形態が見られた 。

　次 に 酒宴の 酒肴 の 内容を三 家 に共通 した 史料が残 され て

い る天 保，安政，明治期 に つ い て，表 5 に示 した。どの 家，

年代 に つ い て も必 ず吸 物 が 供 され て お り，吸 物が 酒 宴の 酒

肴 と して 定着 して い た こ とが うか が え る。ま た丼 鉢 硯

蓋 につ い て は，どの 婚礼 に もい ず れ か が 供され て お り，酒

肴の 構成要素 と して
一

般化 して い た こ とが うか が え る。水

の 物 に つ い て は，千秋家 に は 見 ら れ な か っ た。水 の 物 に は

主 に な し，大根，りん ご な どが盛 られ，硯蓋 に は，主 に蒲

鉾 （板 と呼 ばれて い る），九年母，漬鳥，か ん て ん な ど の

料 理 が盛 られ て い る。丼，鉢 に盛 られ た 料理 に つ い て は後

述 す る。

3） 酒宴を中心 と した食事形態

　明治後期 に な る と表 2 に もみ られ た 2（膳 部）と 4（酒 宴）

が逆転 した 食事形態 （4→2）が み られ る よ うに な る。こ の

食事形態は 江戸時代 に成 立 した 料理屋 の 形態 で あ る会席料

明治 12年
1879

古谷家

明 治 41 年

1908

千秋家

平

そ

ば

坪　　生
　 盛

飯　 汁

一
汁 二 菜

図 3．膳部の 簡略化 の 事例

理 に類似 して い る。会席料理 の 流 れ を記 した 『守貞謾稿』

に よれ ば
L3｝
，「先 に み そ 吸物

… （中略）酒肴備 り，次 に
一

汁
一

菜 の 飯，或 は一汁二菜の 飯 な り （句読点打筆者）」の

流れで ある 。 史料中の 饗宴 の 流 れ は，会席料理 と 同様で あ

表 6．酒宴 を中心 と した 食事形態の 事例

和暦 西暦 家 国名 食事形態

天保 3年 1832 依 田家 甲斐 国 1−・4→2

明治 5年 1872 依 田 家 甲 斐国 1→4→2→5

明治 12 年 1879 古谷家 武蔵国 4→2

明治 26年 1893 水野 家 信濃国 1→4→2→5

明治 27 年 1894 千 秋家 美濃国 1→4→2→5

明治 31年 1898 市川 家 甲斐国 1→4→2→5

明治 33 年 1900 水野家 信濃国 1→4→2→5

明治 34年 1901 水野 家 信濃国 4 → 2→ 5

明治 34年 1901 市 川 家 甲 斐 国 1→4→2→5

明治 39 年 1906 中富 家 石 見 国 1→4→2

明治 41 年 1908 千秋家 美濃国 1→4→2→5

大正 5 年 1916 古橋 家 三 河国 1→4→2→5

大正 6 年 1917 千秋家 美濃国 1→ 4 → 2→ 5

1 ：酒 の 儀礼 　 　 2 ：膳 部 　 　3 ：中 酒　 　4 ：酒 宴

5 ：茶 ・菓子
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るが 最 後に 供 さ れ る 食事の
一

汁
一

菜
〜三菜の 料理 に 「本膳」

と記 され て い る点 が 異 な っ て い る。

　酒宴 の 酒肴 に つ い て み る と，後に述べ る よ うに，酒 肴 は，

平均 8種類 ぐらい が 出 され，多様 な料理 食材が 見 ら れ た。

こ れに 対 し，膳部は 江戸期に比べ ，武蔵の 国の 名主．占谷

家 の ように そば と平の み の 膳や 千秋家の 例 に ある 生盛 坪，

汁，飯の
一

汁二 菜 の よ うに ，明 治 期 以 降 に な る と簡略化 し

た 本 膳 が 各地 で 見 られ ．酒宴中心 の 儀礼 食が 用 い られ る様

子 が うか が え る よ うに な る が ，こ の 点 を明 らか に す る た め

に は さら に史料を掘り起 こ す必要があ る 。 〔図 3）

　 こ の よ うに膳部と酒宴 が 逆転
．
した，酒宴 を 中心 と した 形

態 は，
r
古橋家，千秋家 の 他，甲斐 国 依 田家，市川家，信濃

国水野家 な どの 史料 で も見 られ た た め ，そ れ ら を加 え て 時

代 ご と に 流 れ を示 した も の を表 6 に まとめ た。

　甲斐国依田 家で は，天保 3 年 （1832）に すで に酒宴を中

心 と した 形態の 事例 が 見 られ る が，多くの 事例で は こ の 形

態 は 明 治 後期か ら み ら れ る 。

　そ こ で ，酒 宴の 酒肴の構成 に つ い て み る と丼，鉢 硯 蓋

は．江戸期 か ら酒
’
肴 の 構 成 要 素 として 確立 し，継承 され て

い る こ とが うか が え る （表 7）。こ れ ら は，大 きな器 に 全

体 に 盛 られ た もの を小 皿 で 各自に 取 り分 け る もの で ，酒肴

の 中心 で あ っ た が，明治期 以 降 の 酒 宴 の 酒 肴 に は，茶碗

手塩，坪 な ど 個 人盛 に なる 料 理 が 増加 して きて い る こ と が

特徴 で あ る、、ま た，江 戸 期 まで は 本膳料 理 の 構 成要．
素で あ

っ た茶碗 手塩 坪，刺身な どが 酒肴 と して 位置づ け られ

る点 も特徴的な変化 で あ る。本膳料理 が 簡略化 される こ と

に伴 い ，そ れ らの 要素が 酒肴に移 っ た とも考えられる。

　江 戸 期の 鉢．丼 の 多くは 酢の 物，煮付け，塩焼 き，魚 の

あ し らい で あ っ た もの が ，明治 以 降 の 鉢 丼 に は ，す し．

船盛 ひ た し もの が 供 さ れ る よ うに な る。ま た丼 ，鉢 の 内

容 に つ い て み る と，古橋家で はす しが鉢 に盛 られ て い る の

に対 し，千秋家で は丼 に す しが盛 られる事例 が多く，家 に

よ り丼，鉢 の 位 置 づ け が 異 な る こ とが うか が え た。

衷 7．　 酒 宴 を1ド心 とした 食事形 態の 酒 肴の 構 成

和暦 家 吸 物 丼 鉢 硯 蓋 茶碗 凵 取 ・取肴 刺 身 そ の 他

天 保 3年

（1832）

依 田家

（甲斐国） ○ （2） 0 （210 ○
さか な．平引，中 皿

明 治 5年

（1872）

依田家

○ 0 ○ ○
煮肴，坪，平引，手塩 引

明治 12 年

（1879）

古谷家

（武蔵国） 0 （3）

○   ○ （2）

o
大［皿．中皿，二 つ もの

明治 26 年

（1893）

水野家

（信濃国） ○ 〔2）

Q （2〕

○ ○ 0
手塩

明治 27年
（1894）

干秋家

（美 濃 国10 ○ （3〕 ○ （2）
香の 物

明 治 31年

〔／898）

市 川家

（甲斐 国 〉 ○ （2＞

0
○ ○ ⊂〕

こ ち身，寿 し

明 治 33年

〔1900〕

水野家

○

0 O0Q
○ ○

台重，橋洗

明治 34年

（1901）

水 野 家

o
o ○

○ ○ ○ ○
附合 （2）

明治 34 年

（1901）
市川 家

0 ○ 0
かずの 子，こ ち身，お した し，
酢 の 物．寿 し折 〆

明治 39 年

（1906）

中冨屋

（石 見 国） ⊂） ○

明治 41 年

〔1908〕

．
r・秋 家

○ 〔3）

○（2〕 0

大正 5年

（1916）

占橋 家

（三 河国） ○（4〕

　O （2）

三 ッ 丼 〔D ○ ○   ○
大平，水の 物

大正 6 年

（1917〕

千秋家

0 ○
皿 （4），水物 箱

（ ）中 の 数 は 酒 宴中の 出 現数
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4） 史料中 に み ら れ た材料と料理

　 さ らに材 料 の 細 か な記 載 の あ っ た古橋家，千秋家の 両 史

料を用 い ，婚 礼 料 理 と食 材 に つ い て 検討 した と こ ろ ，山間

部 に もか か わ らず，海魚 の 使用が多 く，い か，た こ ，貝 類

な ど，その 他 の 魚介類 を合 わせ る と海産物 は 魚介類 の うち

わ けの 約 6 割を しめ て い た （図 4）。また練 りもの類で は

蒲鉾，竹輪が多 くみ られた 。 古橋家の 史料 中 に は魚 の 注文

数が書かれ て お り，百十人前 と記載され て い る もの もあっ

た 。こ の よ うに 大量 の 海 産 物 を傷 をつ けず に 山間部 に 運 ぶ

こ とは 容 易 で は な か っ た と思 わ れる が，す で に 流通路が確

立 され て い た とい え よ う。

　魚介類 の 使用頻度を見 る た め に，古橋家 14回，千秋家

16回の それ ぞれ の 婚礼あた りの 使 用 率 を図 5 に ま と め た。

こ れ に よる と食材 の 中で 多 くの 料 理 に 使わ れ た魚介 類 は鯛

で あり，1 回 の 婚礼 の 複数の 料理 に使用 さ れ る ほ ど欠か せ

ない 食材 で あ っ た。鯛 は 江 戸 時代 以 前 か ら上 魚 と され て お

り，武家 の 中 で も儀 礼 と して か か せ な い 食材 と して 重 視さ

れ，山 間部 の 名主 の 儀礼食 の 中で も重要 な食材 と して，1

回の 婚礼 に 重複 して つ かわ れ て い る 。 海老，名 よ しに つ い

て も，両家 と も同様 に供 され て お り婚礼 に は 必需 の海産物

で あ っ た と考えられ る 。

一
方，川 魚 で は古橋家の み に あ め

の 魚が供され，千秋家 の み に，鱒が供 さ れ て お り地 域 的特

徴 が 見 られ た。

　料 理 の 特 徴 に つ い て み る と，表 8 に ま と め た 通 り古橋家

に お い て は，「中華玉 子」，「胡麻塩せん 」などが み られ る が，
こ れ は 江戸時代 の 料理書中 の ，特 に 『料 理 通』（1822〜

1835，4編）に 掲載されたもの と名称 が
一

致す る。例えば，

「中華 玉 子」 は，鯛 の 身を摺 りた ま ご をい れ て ，よ くや き

編み 笠の かたちに あわせ た もの で あ るが ，史料中の 婚礼 で

は 坪 の 料 理 と して ，供 され て い る。こ の こ と か ら料理書が

古橋家

その 他の 加工 品

（田 作，数の 子 等）

　 　 15％

千 秋 家

練 りも の

　 11％

　 その他

（分類 不明等）

　 　7％

そ の 他 の加 工 品

（田作，数 の 子等）

　 　 　8％

練 りもの 類

　 13％

　 その 他の 魚 介類

（海老，い か ，貝類

　 　 　 23％

魚

％

海

胛

（海老，い か ，貝 類等）

　 　 　 20％

　 　 　 　 その他

　 　 （分 類不明等）
川 魚 　　　3％

図 4．　 魚介類 の 内訳

魚

％

海

昭

農村部 で も利用 さ れ て い た こ とが うか が え る。ま た 「料理

通』の 出版 元 の 1つ は 尾 州 名古屋 の 永 楽 屋 で あ り，こ の 料

理 書の 利 用 と関連 して い る と も考 え ら れる 。

比 率 ：婚礼 あ た りの 料理へ の 使用比率

　 　 　 　 　 　 　 つ み入

　 　 　 　 　 　 　 　 蒲鉾

　　　　　　　敬の 子

　 　 　 　 　 　 巻す る め

　 　 　 　 　 　 　 　 田 作

　 　 　 　 　 　 　 　 　鮒

　 　 　 　 　 　 　 　 　 鯉

　 　 　 　 　 　 あめの 魚

　 　 　 　 　 　 　 む きみ

　　　　　　 蛤 ・夭蛤

　 　 　 　 　 　 　 　 小 貝

　 　 　 い か ・つ つ い か

　 　 　 　 　 　 　 　 海 老

　 　 　 　 　 　 　 　 　鰤

　 　 　 　 　 　 　 　鱒 類

　 　 　 　 　 　 　 き ん こ

　 　 　 　 　 　 　 　 こ ち

　 　 　 　 　 　 　 ひ ら め

　 　 名 よ し ・鯔 ・い な

まだか ・すずき ・
せ い ご

　 　 　 　 　 　 　 　 　鯛

　 　 　 　 　 　 　 　 　 0％

口 千秋家

■ 古橋家

20％　　40％　　60％ 　　80％ 　　100％ 　 120％ 　 140％　 160％　 1BO％　 鰍 ）％

図 5．　 婚礼あた りの 魚介類 の 使用頻度
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表 8， 占橋 家の 婚礼料理 と料理書 の 料 理 の 関係

料理 名 婚礼 年 代 料 理 の 位置，要素 料 理 書 ※

中華玉 子 1849年，1859年 坪

沖の 石 蒲 鉾 1852 年 坪

巻 鯛 1844 年 坪
料理 通　　　　　　　1822〜1835年

胡 麻塩せ ん 1844 年 硯 蓋

琥珀胡桃 1844年 硯 蓋

衣 白魚 1858年，1860 年 丼

ぎせ い 豆腐 1852 年，1856年，
1858年，1860年

硯 蓋，丼、鉢 料理 通 　　　　　　　1822〜1835 年

料理 早指南　　　　　1802年

漬鳥 1844 年，1856年 硯 蓋 当流節用 料理 大 全　　1714 年

巻玉子 1860年 硯蓋 当流 節用 料理 大全 　　1714 年

玉すだれ 1856 年 硯 蓋 蒟蒻百珍 　　　　　　1846 年

吹わ けモ 子 1857年 吸 物 料 理 調 菜四 季献立 集　／836 年

同 じ料理 名 の 説 明が 掲 載 され て い る 江戸 時代の 料理 書

5）　婚礼料理 の料 理 屋 へ の 委託

　明治後期の 婚礼献 立 に は，料理 を料理屋，仕出し屋 に発

注す る 傾向がみ られ る 。事例 1は
一

人前 の価格が しめ され．

膳 部 金 1円，引菓子 35 銭 と記 さ れ て お り，膳部をセ ッ トで ，

そ の 他 に鉢 肴，焼物 を注文 して い る。引 菓子 は料理屋 とは

別 に 菓子屋 か ら注 文 して お り，柏屋 製の 杉 折 箱 で 届 け られ

た こ と を示 して い る。事 例 2 で は 永楽屋 の 料 理 屋 の 名前 が

記 され，一人前 の 料理 が セ ッ トで 注文 され，菓子 は板屋製，

杉箱 を注文 して い る こ とが うか が える。事例 3 に よ る と，

料理 ご とに 価格が定 まっ て い る こ とが 特徴 で あ る 。 膳 の 部

は，1皿，汁，坪 ，香 の 物 の セ ッ ト料金 で あ る の に対 し，酒

肴 は料理 ご と に な っ て お り選択 が 可能 だ っ た の で は な い か

と思 わ れ る 。

　事例 1 千 秋 家

　 　 　 　 明治 35 年 （1902）

　　　　 膳部
一人前 膳 部 　 金 1円 焼物 　〆 外鉢肴

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 引菓 子 　金 35銭

　　　　　　　　　　　　　　但　柏 屋 製杉 折ま き角切 箱

　 事例 2　千秋 家

　　　　　明 治 39年 （1906）

　　　　 料 理 　永 楽屋 　壱 人前 　金 1円 25銭

　　　　 菓 子　板 屋製 　杉 箱　金 25銭

事例 3　市川家

　　　 明治 31年 （1898）

物

取

身

肴

し

吸

口

級

鉢

す

62銭 5 分

87銭 5 分

87銭 5分

75銭

45銭

酢 の 物

茶碗 す ま し

硯蓋

膳の 部

平
．

焼 物

臺 引

伊 勢屋

75銭

70銭 2 分

3 円 75銭

50銭

62銭 5 分

3 円25銭

5 円 75銭

　 　 　 25 人 前 　 〆 8 円 90銭

　石川 氏 は．明治中期か ら婚礼 の 饗膳 も本膳料理 で は な く，

料理屋 の 形態で あ る 会席料理ない し料亭料理 が もちい られ

る よ うに な り，少 な く と も都市部 で は明治 の 中期 に，伝統

的 な婚礼 の パ タ
ーン が，急 速 に 崩壊 しつ つ あっ た と指摘 し

て い る
141
。

　本史料 に よれ ば，山間部 の 農村部 に お い て も，明 治期 中

期
〜
後期 に は料理 屋 の 形態 に よ る 婚礼が 行 わ れ た様 子 が う

か が え る。

4．　 ま とめ

　本膳料理を中心 と した 形態は，少な くとも 18世紀半 ば

に は 今回 調 査 した よ うな農村部 に お い て も定着 し，明治期

まで 婚 礼 な ど の 饗応 の 形態 と して 継 承 され て きた と い え

る。しか し，特 に明 治後期 に は，膳部 と酒 宴 が 逆 転 した 酒

宴 を中心 と した 形態 に変化 して い っ た とい え る 。 婚礼料 理

を料理 屋 に依存す る よ うに な っ た こ とで ，酒宴 を 中心 と し

た 料理形式 を もつ ，会席料理 形式 が 婚礼料理 に も適用され

た と考 え られ る。本膳料 理 の よ うに 儀礼 的 な もの か ら，料

理 数 に よ っ て 調 整 で きる 酒宴 を中心 と した 形態へ の 変化

は，今回の 調査 に よ り明治後期 に は 山間地域 に もこ の 形態

が 広まっ て い っ た と思わ れ る の で，今後も他地域 の 事例 に
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つ い て も，検討を して い きた い 。
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